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ローカルメーリングリストと  
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のメールであった。今井のインフルエンザ沈子用j  

には週1ヰ7通のメールの内1相通が感染症情報で  

あった。   

MLでは個々の感東症幸腔iを地域毎グ）小ノア：校や  

保育所等の施設単位（未就園犯は居住地）にまと  

めて晦週配信している。その週報には施設名，隼  

齢，作例，居住町名，診断l1等を翻－1三後の2逓＝Ⅲ  

り柾疹は3週間）迄掲載した。   

麻疹については診断したら仝例MLに朝告して  

くれたようであるr週報の麻疹の項には2次感染  

犯の発症Ilが千想できるよう．診断Ilと共に発リl■lミ＝  

も掲載した。表1は週報のLい，麻疹の項の1部  

である。   

インフルエンザに関しては限られた会Hからだ  

けであったがそれでもヤ成13～14年比はヱ，870  

例，451施設のMLへの報告があり，施設毎に効  

いていく流行の傾向をある程度把捉できた。流石  

のピーク時には余りにも多くの瀾打数があったの  

で，各施設別に祁苦数をMicl・OSOftExcel卜で経時  

的に整理しMLの掲ホ板に掲載した。表2はそ  

の・部である。その集計表は2、づIl毎に更新し  

た。なおインフルエンザは迅速検査で確認された  

報㍗のみを蚊別として診断11でまとめた。会l＝ょ  

それをプリントアウトしたりダウンロードしたり  

して利用していたようである。  

はじめに   

インターネットの普及で医療現傾にも種々な情  

報が瞬時に人手，侵さ達，検索できるようになった。  

感染す．1丹青潤も例外ではない。。世非小から感染症情  

報がもたらされ我々に注意を喚起してくれる。得  

られた情報がlね如機関にとって【：1J診横間の上し体  

的な最新の†朋Iiであれば疾病のト防や診断にとっ  

て利川仙伯は高い。我々はインターネットのメー  

リングリスト（以卜ML）を円いて地域に密着し  

た感染症情報の交換を行い，成果をあげているの  

で柳介する。  

1．メーリングリストの‘夫際と感染症情報   

石川県l刃の小県科医の問でMLを川いて情報交  

換がなされている。小児科のある県l刃l矢横磯閲の  

約半数（41S〕）で，小妃科医がこのMLに加人  

している二   

このMLでは感染虹情報も積梅的に報il「されて  

いる。、ド成1コ隼11月のMIJ開設以来平成14咋  

7†1迄，週、ド均ヰり適の内1り通が感染すⅠ＝竃溺閲池  

My Experience：Regi川lこLIM；liljtlgLisLこ1nL］ReぎiollとtL Sur、′eilr  

k‖1じC（）f、Ⅰ】1】－亡し＝いU＼Di＼e乙11C．  

〟〃ノ／l仇／招／J〃／7（ノ  

署音連絡先：渡部礼二  

わたなべ小児科医院  

〒9ヱ1804ヱ 金沢直泉本町551  
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ローカルメーリングリストと感染症ローカルサーベイランス■  

金沢南地区：すずらん保育園】才♂（524発症＊527No3927）・・B兄弟，VF  

りケ月♀（5 州発症513診断No3793）‥B兄弟  

：ヤクルト保育室（西センター）‖ケ月♂（仁荒屋）（518発症523診断Noj888）  

1才♂（矢木）（514発症517診断Noj824）  
：扇台小5年♀（5ヱ】発症523診断No3883）‥予末  

5年3縦♀（518発症522診断No3878）  

：緑小5年♀（5 摘発症520診断Noj848）‥予末．56サティで  

：三和小1年2組♀（卜荒屋）（52（）発症523診断Noう888）‥予末  

5勺二j組♂（51H発症521診断No3860）‥予未  

5年3組（517発症520診断No3886）  
5年1組♀（矢木）（512発症513診断Noj77り）・・子未  

5年1租♀（矢木）（51三党症51j診断No3779）‥子未  

：県立聾′芋校中等部2年♀（上荒岸）（5り発症？513診断No3777）  

：西南部中1年（513発症515診断No〕886）  

：緑中2年♀（526発症527診断N〔－コ922）・・Vl削こ合わず，525サティへ  

：1才（四巨ノノ）（5】9発症＊5コ7Nojり24）  

［killders：03955］☆キンダース感染症情報No．0222（02（）6（）3）  

表1メーリングリスト週報の麻疹の項の一部  

「高三文名   区域  2 2：‡  2 24  2 25  ユ ニ沌  コ 27  2 28  31   3 2   コ コ  

土   ‖   月   火   水   木   金   土   

飴小   金沢南  2  

野町小   金沢南  口   2  

三馬小   金沢南  3   

緑小   金沢南  l  

三和小   金沢南  

米泉小   金沢南  3   

米丸小   金沢南  口   1  

安原小   金沢南  】  

泉中   金沢南  l  

清泉中   金沢南  l  

西南部中   金沢南  l  l  

島尾子†中   金沢南  

野川中   金沢南  

ニ水高   金沢南  

栗田保育園   野々市  口  

扇ヶ丘幼稚園  野々市  

青竜第二幼稚園  野々巾  

つばき保育園  野々山‾  l  □  

中央保育園   野々市  

」  ［ki－－しl亡「ゝHP32 指示］   

表2 メーリングリストの施設別集計表の項  
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■私の経験   

2．メーリングリストの感染症情報からの  

実際例   

実際にメール上でのタイムラグのない感染症の  

施設発／l州用iはおおいに外来．診療で役立った。そ  

れらの美際例を紹介する。  

麻 嫁  

1）昨年私の診療所では数年ぶりに麻疹を診断  

したが，碓イ．iがなかったので「疑い」としてML  

に報告した。そのilの深夜にブl耶ん、lうl圧の会員の1  

人が「lr」じ牒台所の犯を麻疹とi診断した」とML  

に服代していた。私の湖；l「がその会£1にとって診  

断に役、トったようであり，またそのIlの深イ女の  

メールを比て私の症例も麻疹と碓診できた。これ  

らは昨年金沢市≠での最初の麻疹の症例報告で  

あった。   

2）私の近所の会と葺から，ある保育所で麻疹が  

発′上したというメールがあった。それ以来私の．三参  

療所では，そこの保育園児の申，麻疹ワクチン未  

接種で上Lつ発熱している仙ま，待合室に人る段附  

から隔離し，血凱まヰた休み時問を利川して診察し  

ていた。その患児のLFlで1例の麻疹を診断した。  

このようにメールでの情報が持分室での2次感染  

をア防することにつながった。私は時間的に隔離  

したが，猷車場の小のIllへ川l巧いて診察をしてい  

る会と1もいた。  

インフルエンザ   

MLで保育所や学校でのインフルエンザの発生  

情報が川ると．．診察室で家族の発熱を聞き目すの  

と川じように「どこの保育所？」「どこの学校？」  

といった問診をするようになった。流行期には忠  

1uの鶴する施設でインフルエンザの発生情報があ  

るということは．診断に非常に人きなヒントとなっ  

た。   

ある施設でインフルエンザが発／卜したという情  

報があると，、11然かもしれないが，その施設に通っ  

ている犯の迅速診断キットによるインフルエンザ  

報告が増え，【r1にはう8℃程度の発熱でもインフ  

ルエンザと診断される犯もいた。  

3．考 案   

従来からの感染症サーベイランス惜報はぃくて  

も1～2週間前の発性情報であi），また県令休あ  

るいは保健所管轄地域別の敬しか分らない。ML  

を川いたメールトでのリアルタイムの感染症の発  

／巨清朝は施設名を特定できることがあり非′削こ右▲  

用であった。特に他の疾一むと鑑別のできない麻疹  

のカタル期やインフルエンザでは外来診療現暢に  

おいて貴重な惜別であった。   

一受付の打診の段晰で麻疹はカタル期からその疑  

いのある児を隔離することができ，待合室て享での  

院内感染をも予防できた。   

インフルエンザが流行し＝すと保育所や学校等  

の施設名を聞き出すようになり，今までとl≠診の  

什ノJ▲も変わった。事情が許せばインフルエンザも  

予診の段階での隔雅が可能であり，待合室での感  

染も予防できるであろう。   

インフルエンザは 一口▲流わし＝すと膨人な数が  

メールで報告される。人手の人力とその集計とそ  

の幸鋸1iは時間と一芳ノ」を要する。インフルエンザ前  

線チーターベース、のように廿軌登録ができるよ  

うになればと模索中である。   

なお，麻疹に関して石川県では2002勺三6ノニ」か  

ら，成人も含めた全数の麻疹に刈‾し，メールやFax  

を用いて「麻疹迅速把握事業」が実施された。Ⅰ  

～2「1のタイムラグはあるが我々のMLとl可じよ  

うな情報が医師会員に対して公表され，我々の  

MLよりもはるかに情報の精度は増した。   

このようにタイムラグのない感染症情報を得る  

ことは，麻疹のカタル別のように 一見通常の感It－  

と鑑別できない症状の畔欺から，待合室での2次  

感染を予防することができた。またインフルエン  

ザでは診断にとって有ノ」な情報源であった。   

なお， これら地域密着の感染症情報は各メン  

バー自身の情熱と熱意によってもたらされ，それ  

がさらに有益件を増人させていることを忘れては  

ならない。  
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ローカルメーリングリストと感染症ローカルサーベイランス■  
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びインターネットを糊いた「Mlノインフルエンザl拍  

線データベース」の試み．病原微生物検川情報2（）（）1  

2三二〕1531（I．  

4．結 論   

ローカルMLを仕ってのリアルタイムな感染症  

帖報は，院減での2次感染イ防にとって有川であ  

り，診察室での問診の什ノノをも変え，診l析への右‘  

力な武器となった。  

本稿の要旨は名〔Ⅰ－▲屋で開催された第lニ回＝本外来  

小児科一学会にて口演した。  

会員外研究協力芥：伊藤 茂，人道秀樹，上田智  

r－，上野康私 大什1和秀，人野高史，大浜朝憲，岡  

本 力，奥H則彦，柿沼宏明，笠原善仁，加藤貞人，  
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－ひとロメモ   

鼻汁検体採取方法   

「   
乳幼児の場合は吸引管に風間製鼻ネブライザー  

用ノズルを付けたもの（写真卜）を作成してもら  

い，それで吸引して鼻汁を集め，綿棒で押しJl＝ノ  

て検体としています。風間製l吸引川オリーブ（写  

真卜）は小心管内律約2．6mmと細く，吸引した時  

に鼻汁が残らず検体を集めるのには不適です。風  

聞製ネブライザー用ノズルの内行は17．（）mmで．吸  

引した時にノズル内に鼻汁がかなり残ります。そ  

れで充分な検体が採取でき，また検体性状を見る  

こともできます。   

使用後は水道水で洗浄し，オート・クレープか  

ミルトン液で消毒します。  （村松美知子）   

削川手酸球放測定・インフルエンザ迅速法・  

RSウイルス迅速法など鼻汁を検体として必要と  

する場合が補えています。   

鼻のかめる年長犯ほラップで鼻 をかませ，その  

まま検体としています。  
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